
えほロス防止に取り組む小売業者（スーパーやコンビニ）の方に理解を示す声や応援する声、えほロス
を望まない声など、市民の皆さんの「声」を社会に広める。

Stop! えほロス campaign 〜恵方巻きのフードロスをなくしたい〜
（学生による活動グループ Sustainable Food Project）

 背景
2016年頃から毎年恵方巻きの大量廃棄が報道されるようになり、最近は季
節行事の度にフードロスが話題になっている。2019年、農林水産省が小売業
者の団体に需要に見合った量を販売するよう求めた。また、需要に見合った量を
販売するには、消費者の欠品等への理解も必要である。消費者の声を集める
キャンペーンを通して、市民が食品ロスを考えるきっかけになればと考えた。
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 反響
朝日新聞、日経新聞にも取り上
げられ、署名は630件集まった。

 アクション
恵方巻きの大量廃棄や食品ロス全般に関する消
費者の声と署名をインターネットで集めた。期間は
2019/１/27（日）〜2019/２/11（月）
→集めた署名と声は、小売業者の団体と関係
省庁へ提出する予定。

Sustainable Food Project
・maii sfp201901@gmail.com
・Twitter ＠sfp2019
・Facebook
https://www.facebook.com/sfp2019/

〈2019年２月２日 朝日新聞（夕刊）〉
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Stop! えほロス campaignサイトの発信内容

署名は、630件集まりました。
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 「署名する/フォームに回答する」で頂いた声の紹介

飲食店でのアルバイト経験者の声
・飲食店でバイトをしていると食品を大量に廃
棄することもあり、自分がフードロスに荷担
してしまっていることに、いつも罪悪感を感
じています。

・捨てるのは私たちです。３年続けていますが、
決して慣れることはありません。慣れてはい
けないと思います。生産者さん、調理士さん、
飢餓で苦しんでいる人たちのことを思うと胸
が苦しみます。

・前にバイトしていたパン屋さん。売り切れな
かったパンをすごい捨てていたのが悲しくて
（ほかにも理由あったけど）辞めてしまった。
そういうの気になってる若い人って本当はた
くさんいると思う。

農業に関わる人の声
・農業の現場に近いところで働いています。廃
棄するために作っているものは１つもありま
せん。余ったら畑に戻し土に帰ります。余っ
た恵方巻きは何に帰るのでしょうか。

・農業が好きでお米や野菜を育てているので、
自分たちが一生懸命手をかけて育てたものが
簡単に捨てられてしまうのは悲しいです。

小売業者に向けた声
・販売店が恵方巻きを余るほど用意するのは
欠品によるクレームを避けるためでもある
ということを知りました。「ばっちり予約
したから当日は買わないよ！」とか「そも
そも食べないよ」「無くても怒らないよ」
とか思ってる人もいるってことを知っても
らって、販売店の人が安心してくれたらい
いなぁと思います。

・食品廃棄、ロスに対する姿勢の方が、利便
性の追求より共感を得られると思います。
また、それ以上に流通、小売業のエキス
パートとして、世界の為になることを価値
として提示いただきたいです。

命との向き合い方に関する声
・動植物の命は有限であるという当たり前の
ことを忘れている人が多いように感じます。

・私たちのために失ってくれた命が無駄にな
るのは非常に心が痛みますね。なんのため
に ｢いただきます｣と言うのか。もう一度
食に対して考え直さないといけないんだと
実感させられました。
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こんな日本にしていこうという声
・食料廃棄がGDPを上げることにつながる社会構
造に違和感を覚えています。みんなが幸せなら
それでいい。消費社会に走る日本をなんとかし
たいという思いでいっぱいです。

・近江商人の教えの「三方良し」に習い、売り手
（自社）、買い手（お客さん）、そして世間
（社会）においても配慮できるようなそういう
経営をする企業を目指してほしいし、そういう
企業を消費者も称賛するような日本になってほ
しいと心から願っています。

・何かを作るときは捨てるときのことを考える、
そんな日本でありますように。

消費者から変わっていこうという声
・潤沢な種類の中から食べたいものを選ぶ、
という消費者の行動が、小売業界やレスト
ランの大量仕入れにつながっているのだと
したら(逆も然り)、私たち消費者は自分た
ちの行動を改めるべき。

・欠品があっても理解します。
・自分も一消費者として、安全志向が高くな
るのは十分に理解できますが、「過剰な安
全志向」に多くの消費者は自分で気付いて
いないまま食品ロスを生んでいる気がしま
す。意識改革とともに正しい情報も求めら
れているなと感じています。

・フードロスをなくす取組を積極的に行う勇
気のある会社及びそれを選ぶ消費者が増え
ることを切に願います。

購入を悩む人の声
・商品を購入すれば廃棄が減らせますが、そ
の分売上が上がり、次回からの供給が増え、
また廃棄が生まれてしまいます。かといっ
て、目の前の商品を購入しない選択をして
も、そこでもまた廃棄が生まれてしまい、
堂々巡りだなと感じています。

恵方巻き文化を残しつつ変えていこうという声
・日本の文化である恵方巻きが、環境にも良く文
化としても残る形で生まれ変わると良いなあと
思っています。

日常的な食品ロスにも目を向けていこうという声
・恵方巻きに限らず、食品ロス全般に問題意識を
もっています。

・恵方巻きなどイベントの食品廃棄だけではなく
日常からたくさんの食品が廃棄されている現状
を、消費者一人一人にも届くようにしたい！

 「署名する/フォームに回答する」で頂いた声の紹介
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